
R1主事招聘研究授業【社会】リフレクションシート
令和元年度　竹富町立船浦中学校

令和元年度 令和元年度

7月2日 回答者数 8 竹富町立船浦中学校 11月7日 回答者数 8 竹富町立船浦中学校

社会（1年） 社会（1年）

備考 備考

◎ 〇 △ 肯定的回答 ◎ 〇 △ 肯定的回答

1 80% 20% 0% 100% 1 100% 0% 0% 100%

2 100% 0% 0% 100% 2 100% 0% 0% 100%

3 100% 0% 0% 100% 3 100% 0% 0% 100%

備考 備考

三本柱 校内研主題 ◎ 〇 △ 肯定的回答 三本柱 校内研主題 ◎ 〇 △ 肯定的回答

4 学びに向かう
力・人間性 深い学びへ 63% 38% 0% 100% 4 学びに向かう

力・人間性 深い学びへ 33% 67% 0% 100%

5 知識・技能 深い学びへ 50% 50% 0% 100% 5 知識・技能 深い学びへ 33% 67% 0% 100%

6 知識・技能 深い学びへ 25% 25% 50% 50% 6 知識・技能 深い学びへ 25% 50% 25% 75%

7 学びに向かう
力・人間性 主体的 38% 50% 13% 88% 7 学びに向かう

力・人間性 主体的 44% 44% 11% 89%

8 思考力・判断
力・表現力 主体的 50% 50% 0% 100% 8 思考力・判断

力・表現力 主体的 56% 44% 0% 100%

9 思考力・判断
力・表現力 対話的 38% 63% 0% 100% 9 思考力・判断

力・表現力 対話的 44% 56% 0% 100%

10 思考力・判断
力・表現力 対話的 25% 63% 13% 88% 10 思考力・判断

力・表現力 対話的 44% 44% 11% 89%

生徒は、自分の考えを「友人や先生に伝える」ことができる。

生徒は、友人や先生の考えを聞いて「自分の考えを見直したり、広げたり
する」ことができる。

授業を参観して

自
由
記
述

【よかったところ】　　　　例：～の場面の・・・なところが〇〇でよかった　等

【改善できそうなところ】　例：～の場面の・・・なところを〇〇してみては　等

【その他】

生徒は、『めあて』に向けて、「やってみたい」と思って学習に取り組も
うとしている。
生徒は、『まとめ』の段階で、その時間で何を勉強したのか整理する力が
身に付いている。
生徒は、『振り返り』の活動で、その時間に勉強したことを自分の言葉で
表し、振り返る力が身に付いている。
生徒は、「もっとできるようになろう」、「もっと考えてみよう」として
いる。

生徒は、「自分で考える」ことができる。

授業マネジメント（船中スタンダード）　　◎…よくできている　　〇…できている　　△…あまりできていない

項目 評価

評価

学習用具を忘れずに準備することができる。

授業が始まる時刻には、席に着くことができる。

授業のあいさつで3秒礼ができる。

主事招聘研究授業（11月）リフレクション
日付

教科（学年）

授業者　氏名

小中連携共通実践事項　　◎…よくできている　　〇…できている　　△…あまりできていない

生徒は、友人や先生の考えを聞いて「自分の考えを見直したり、広げたり
する」ことができる。

授業を参観して

自
由
記
述

【よかったところ】　　　　例：～の場面の・・・なところが〇〇でよかった　等

【改善できそうなところ】　例：～の場面の・・・なところを〇〇してみては　等

【その他】

生徒は、自分の考えを「友人や先生に伝える」ことができる。

学習用具を忘れずに準備することができる。

授業が始まる時刻には、席に着くことができる。

授業のあいさつで3秒礼ができる。

授業マネジメント（船中スタンダード）　　◎…よくできている　　〇…できている　　△…あまりできていない

項目 評価

生徒は、『めあて』に向けて、「やってみたい」と思って学習に取り組も
うとしている。
生徒は、『まとめ』の段階で、その時間で何を勉強したのか整理する力が
身に付いている。
生徒は、『振り返り』の活動で、その時間に勉強したことを自分の言葉で
表し、振り返る力が身に付いている。
生徒は、「もっとできるようになろう」、「もっと考えてみよう」として
いる。

生徒は、「自分で考える」ことができる。

評価

互見授業（6月）リフレクション
日付

教科（学年）

授業者　氏名

小中連携共通実践事項　　◎…よくできている　　〇…できている　　△…あまりできていない

7月の互見授業から
11月の研究授業への

変化

〇よかったところ

・生徒が楽しく授業に参加していた。

・ペア学習を取り入れ、お互いに問題をつくり合う、クジで回答者を選ぶな

ど楽しくなるような工夫が見られた。

・全員の出番があり、みんな積極的に活動していた。 ・めあてとまとめが

正対していた。

・「サハラ」とはどのような意味？→砂漠→砂でできている部分は少ない。と

いった（疑問）と（質問）の問いかけが東大読書（質問読み）につながる。読

解力を高める工夫だと思いました。

・クジが良かった。 ・板書に生徒の声が入っていた。 ・ICTの活用（ポイン

トをおさえての写真の説明） ・まとめを考えさせる時間の工夫。

・答えから問いを考える逆の発想での授業が面白いと感じた。

・一人一人が活躍する場があった。（板書も自分たちでGood.全員でつくる

授業という感じがして生徒も生き生きとしていた。）

・フラッシュカード、1人1問の作問課題、クジ、ホワイトボード、声かけetc.

授業を活性化させる工夫がいっぱい。

・スモールステップでの指示→めあての前に一問一答のやり取りは、興味

をもって学習を始める手立てとなっている。

・クローズクエスチョンで答えやすい発問でテンポ良く展開している。

・教師と生徒の関係づくりができている。（普段はT1ではない中、単発の授

業でこれができているのはスゴイ！）

・問題づくりを通してめあてにせまる方法Good.

・本を読みながらアンダーラインを指示して、ポイントを押さえ、説明してい

たのは良かった。 ・電子黒板も見やすく、とても良かった。（写真）

・「問う力」フラッシュカードや小ホワイトボードの活用もあり良かった。

・アンダーラインを引いたところから問題をつくるGood. ・書く順番を決める

抽選クジも楽しみながらで良かった。 ・自分たちで問題を考えさせつくら

せるところが良かった。

・次の活動に進むとき、「めあてを見ます」、「次に進みます」、「線を引きま

す」など短くハッキリ指示を出していて、何をするか分かりやすかった。

・問いをつくる活動で、先生の例・説明と、つくり方の手順のホワイトボード

があって、始めた後も板書で確認できて良かった。

●改善点

・ペア学習の形式であったが、どちらかというと一人で問題を考えていた。

・全体的に一問一答形式になっていたが、自然環境の特色から何が分かるのか、

またその背景などを考えさせるようにしたい。

・最後に問題及び解答をさせたとき、ICTを活用して地図等で確認しながら行うと

イメージしやすかったと思う。

・目標と質問との関係は？「地形」や「気候」にせまる質問を意識させてみては。

・回答するボードが必要だったのかな。 ・板書の工夫→問題を書くスペースの工

夫。 ・電子黒板、アフリカの地図の拡大をしてみては。

・一問一答で答えを導き出すのは用意だが、「なぜ」、「どうして」ぶどうが栽培さ

れているのか→めあてに近づける問いに結びつけるのは難しかった。発問で「こ

のキーワードを使ってみよう」とか手立てが必要。

・まとめ（5分前）にもう少し時間がほしい。どうまとめたら良いか戸惑っている生

徒がいた。

・めあての言葉→どのような特色が見られますか？だったので、見られるかペア

で話し合おうや、2つ挙げてみようなどにしては。

・問題づくりの活動は、「地形」、「気候」に絞ってつくらせた法がめあてにせまれ

たと思う。

・「教64をあけて～」と教師が指示後にテーマについて話している間、Wさん、Hさ

ん、Rさんはおそらく話しについていけていない。（別のページを開いて目で追っ

ていた）

・知識の伝授の割合を減らして、調べ学習や知識の整理の割合を増やせたら良

い。例えば、①教科書、資料集からキーワードを拾う。②地形、気候に分類する。

③教師と確認する（前半）など。そして、④前半に出したキーワードが答となるよ

うに問題をつくる。⑤つくった問題を出し合う。（グループor全体）（後半）⑥まとめ

・振り返りの時間がとれていなかった。（それは次の時間）

・生徒に問題を書かせることは良いと思うが、書く範囲を決めてあげた方がきれ

いな板書になるかと思った。

・子どもたちがつくった問いを書いていたが、レイアウトがバラバラなのと、1列ず

つ3人で交代しながら書いていたので、教師の例のように、大きめの紙に番号を

書いて、書いたら貼る方法も良いなと思いました。

・ペアでさせるなら１つのボードを渡して一緒に問題を〇個つくったり、2つ答えを

考えたりしても良いかと思いました。つくった問いを前で伝えて、他のペアがホワ

イトボードで答えると、クイズみたいで考えたりヒントを教科書から探したりできた

かなと思いました。

その他

・振り返りの時間を時間内に確保したい。 ・説明する時間が22分と長いと思う。 ・生徒に書かせる時間の確保。（自分なりの

考えをもたせる） ・最初に「アフリカ」から連想するイメージを答えさせてから、実際はこうなんだ（水が豊か、キリマンジャロがあ

る･･･）と説明すると「（意外と）そうなんだ」、「やっぱり」と興味がもたせられると思う。 ・ノートに思考の流れが記録できるように

なると良い。（今回、Hさん以外はほとんど書けていない） ・生徒に問題をつくらせていたのは、面白かった。（生徒が一生懸命

がんばっていた）

・まとめも、各自の言葉で書かせたのも良かった。（一人一人が理解しているのかチェックできる） ・出だしから生徒とコミュニ

ケーションをとりながらうまくメリハリをつけて進んでいて、すごいと思いました。 ・お疲れ様でした。ありがとうございました。

【授業者の振り返り】

・タイムマネジメントが課題

である。（振り返りの時間が

なかった。）

・ペア学習やグループ学習

へ深められるようにしたい。

・ICT機器の有効活用。

【本時のめあて】

赤道をはさんで広がるアフリカ州の自然環境には①地形や②気候にどのような特色がみられます

【本時のめあて】

日本の領域には、どのような特性があるか。

〇よかったところ

・ICTの効果的な活用として電子黒板を活用しての説明が分かりやすかった。

・教師の説明、解説は分かりやすかった。

・後半に効果的なよい発問があった。

・授業のスタートから生徒とのコミュニケーションが良好。

・「領域とは・・・」の例を生徒と教師のやりとりで考えさせる導入がgood。

・問題作りの視点を与えていたことが良い。「自分が教えたい重要なところ」

・問題作りがゲーム形式で意欲UPにつながっている。

・問題作り→板書→回答の流れは、考える時間があってよかった。

・生徒は、フォトランゲージに積極的に取り組んでいた。

・「沖ノ鳥島はなぜ守るのか」の問いかけ。

・フラッシュカードが良い。「問う力」「なぜ？」

・ペアで問題をつくらせることで楽しみながら考えることができると思う。

・ICTの活用

・ペアやグループで問題をつくるのは良かった。

・ホワイトボードを使って生徒の活動する場面があり良かった。その後、黒板

に提示して全員でシェアできた。

・「領域」について復習していて、説明が分かりやすかった。説明を聞いた後、

デジタル教科書で理解の確認をしていた。

・ペア学習、フォトランゲージなどの手段がとても興味深かった。

・生徒への声かけがとてもよかった。

・問題をつくる際のポイントを生徒自身に確認させ、さらにペア学習で対話を

促していたのがとても良かった。

・生徒の発言を肯定的に受け止める場面が多かった。「おーいいねー。」

・まとめが、生徒の言葉でまとめられている。

・生徒との信頼関係ができている。授業が楽しそう。

●改善点

・話し合い活動において、発言する生徒と、しない生徒がいる→一人一人が発

言できる手立てを！

・問題と作成する視点について言葉では言っていたが、視覚化しておくと意識

して作成でき、時間短縮にもつながると思う。

・3つの写真に共通することを生徒に考えさせ、そこからもっと深めていけると

良かった。

・黒板が「めあて」「振り返り」などのフラッシュカードでごちゃついている。

・板書が、そのまま知識の伝達になっていたので、穴埋めや生徒とのやり取り

などの活動にしたい。

・フォトランゲージが、対話になっていなかった。

・フォトランゲージをやる意義がよく分からなかったので、最初に説明がほしい。

・「接続水域」を「せつがんすいいき」と言ってしまっていた。

・問題を考えさせるのは後半でもいいのでは？

・沖ノ鳥島を守っているのはなぜ？の場面で、生徒の意見を板書してもいいの

では。

・時間配分。

・授業スタートすぐにペアを作り、問題作りをしていたのですが、その後、答え

が出るのではなく、ノートを書く作業が途中で入ったのでハテナ。ノートを書い

て、問題作成、解答の方がスムーズだったか。（何か意図があったのか）

・写真について考えたことを発表して、日本の端の島の確認をした後、教科書

に戻るとき子どもたちは本を閉じていて用意できていなかったので、様子を見

て待つと良かった。

・「なぜその島を守るのか」という発問に対しての答えを対話でする前にじっくり

個で考えさせ、ノートに書かせる→評価につながる。

・写真は沖ノ鳥島に絞っても良かった→社会問題につなげる。

・ホワイトボードを指で消していたので、ティッシュ1枚渡してあげた方が良い。

・資料提示の仕方の工夫。

・電子黒板を使用するときの模式図（領土、領海、領空）の説明、見方・考え方

へつなげることもできそう。

・グループでの対話を通して考えを深めることができそう。（発問の工夫で）

その他

・教師の説明、解説が全体的に長い。生徒に説明させたり話し合ったことを発表させる機会をもっとつくるようにしたい。

・振り返りの時間がなかったのが惜しい。時間を逆算してタイムマネジメントを徹底したい。

・守るのは何から？何のため？につなぎ、深い学びにもっていけると良い。 ・「領域の特徴を学ぶ意義」を、最初に考えさ

せたい。 ・問題作りの際、一人で考える時間、ペアで問題作りと、時間を区切ってあげたい。

・フォトランゲージに記入する内容例は、生徒から出させた方が良い。 ・「活発な噴火を続ける島を何というか」という問題

を最後の最後にしか扱えなかった。 ・時間オーバーを防ぎたい。 ・ペア、グループで、お互いが分からないことを教え合い

ながら取り組むクラスの雰囲気が良かった。 ・テドウ登山からの研究授業、多忙を極める中での指導案作成、本当にお疲

れ様でした。 ・SさんやWさんが主体的に取り組めるような声かけが、本当に勉強になりました。

・板書するときの教師の声があってもいいのでは？ ・社会は知識が重要視されるので、議論する場の時間配分が難しい。

・社会科の先生はしゃべりたがるので、考えさせる時間を有効にする、難しい。

【授業者の振り返り】

・ペア学習の意図 ①問題作

成・・・生徒主体で何が重要か考

えさせる。②フォトランゲージ・・・

対話を促す。

・タイムマネジメントに課題。

・意見交換や発表などが浅く、

「深い学び」まではもっていけて

いない。


